
（別紙様式２－１）                                     （県立高等学校・中学校用） 
 

（熊本県立菊池高等）学校 令和４年度（２０２２年度）学校評価計画表 

 

１ 学校教育目標 

(１) 夢や目標をもち、計画的に自らの進路実現に向けて取り組む力を育成する。 

(２) 課題解決力を高め、社会で幅広く活躍するグローバルな人材を育成する。（未来探究

コース） 

(３) 課題解決力を身に付け、リーダーとして地域発展に貢献する人材を育成する。（地域

探究コース） 

(４) 専門的な知識と技術を身に付け、主体的に地域産業活性化に取り組む人材を育成す

る。（商業科） 

 

 

２ 本年度の重点目標 

① 確かな学力の育成と個に応じた指導の充実 

② キャリア教育の推進と個性を生かす進路指導の充実 

③ 道徳教育の充実と命を大切にする心の育成 

④ 国際・社会の形成者としての資質の育成と国際社会に生きる日本人の自覚の醸成 

⑤ 体力の向上、豊かなスポーツライフの継続、心身の健康の保持増進及び安全教育の充実 

⑥ 安全で安心できる学びの場となる環境づくりの推進 

⑦ 地域に開かれた信頼される学校づくり 

 

 

３ 自己評価総括表 
    評 価 項 目 

評価の観点 具体的目標 具体的方策 
大項目 小 項 目 

 
学校 
経営 
 

特色ある学校づく
り 
 

地域を柱に社会に貢
献できる人材の育成 
 

○探究学習の充実 ○探究学主任を設置
し、菊池市の高校魅
力化コーディネータ
ーと連携して、探究
学習の計画立案、円
滑な実施を図る。 

○個に応じた指導の
充実 

○授業や家庭学習に
おいて、ICT(Classi)
を活用し、個別学習
を取り入れる。 
○菊池市公営前進塾
と連携し、個別学習
のサポートを図る。 

地域の小中学校との
連携 

○小学校に対する啓
発 
 
○中学校に対する啓
発 

○夏休みの小学生に
対する学習支援を２
日間実施する。 
○中学校と合同研修
会を実施する。 

安全管理の整備 安全管理に関する意
識向上 

○校内安全点検の実
施 
○自然災害時に対応
したマニュアルと体
制を整備 
○新型コロナウイル
ス感染症を含む学校
感染症防止対策の徹
底 

○環境保健班を中心
に職員に周知・実施
する。 
○防災主任を中心に
マニュアルを整備し
生徒、職員に周知、
啓発を行う。 
○感染防止意識の向
上と安心安全な環境
整備を行う。 
○生徒・職員の健康
状態の把握と感染症
発生時の迅速な対応
を行う。 
 



開かれた学校づく
り 
 

公開授業の推進 ○公開授業を年に２
回以上設定 

○保護者・地域への
公開授業の周知を行
う。 

広報活動の推進 ○学校HPや広報誌
「きくち」への掲載
充実 
 
 
○学校パンフレット
やリーフレットの拡
充 

○学校HPの迅速な掲
載 
○菊池市と連携を図
り、市の広報誌へ記
事を掲載する。 
○学校説明会などの
情報発信のリーフレ
ット作成や説明会で
説明に使用するパン
フレットを充実させ
る。 
 

育友会との連携 ○育友会総会・各種
委員会の充実 

○各行事等において
育友会役員との積極
的な連携を図りなが
ら取り組む。 

業務改善と働き方
改革 

勤務環境等の整備 ○校務分掌の見直し
職員間の連携強化 
○部活動休養日の徹
底 
○年休等の取りやす
い雰囲気づくり 

○校長面談等による
意見交換を通して適
宜改善を図る。 
○業務を集約、整理
して業務を適正かつ
効率化する。 
○月ごとの活動計画
を提出する。 
○年休15日以上取得
者の増加を図る。 

 
学力 
向上 
 

教科指導力向上の
学習指導 
 

授業方法の改善 ○授業方法の研究 
 
 
 
 
 
 
 
○魅力ある授業づく
り 
○ICT機器の活用 
（学習者用端末の活
用） 

○職員研修を実施す
る。 
○積極的な先進校視
察を行う。 
○他校との連携を図
る。（One Teamプロ
ジェクトの活用） 
○地域資源を積極的
活用する。 
○公開授業を実施す
る。 
○生徒の１人１台端
末を活用し、パフォ
ーマンス活動の場面
を増やすことで、主
体的・対話的で深い
学びの授業を実践す
る。 
○学習者用端末を家
庭へ持ち帰り、家庭
学習の教材・教具と
しての活用を行う。 
（基礎学力の定着と
の連携） 

基礎学力の定着 ○家庭学習時間の確
保と充実 

○家庭学習時間の調
査を年２回行う。 

読書習慣の確立 
 

読書活動の推進 ○朝読書の完全実施 
 
 
○計画的な図書館利
活用 

○定期考査期間以外
は朝読書を実施す
る。 
○探究学習や特別活
動などで図書館の利
用を促進する。 



キャリ
ア教育 
(進路 
指導) 

進路保障 
 

進路体制の再構築 
 

○進路研究の充実 
○特進クラスの育成
計画の立案（国公立
大学希望者３名合
格） 
○個人の学習レベル
に応じた指導 
 

○全職員一人１校大
学を研究する。 
○模試後はPDCA検討
会を実施する。 
○Classiの学習教材
を活用する。 
○学習室を開放し、
検定のための学習
や、コンテスト応募
などジャンルにとら
われない学習環境を
提供する。 

キャリア教育の推
進 
 

進路に対する意欲の
高揚と職業観の育成 

○進路ガイダンスの
実施 
○インターンシップ
の実施 
○就職指導の充実と
企業就職希望者全員
合格 

○キャリアパスポー
トを用いての自己認
識とメタ認知を通じ
て、意欲向上の醸成
を行う。 
○業者の実施する上
級学校説明会への積
極的に参加する。 
○キャリアサポータ
ーによる就職面接を
２学年３学期から開
始する。 

 
生徒 
指導 
 

生徒指導の徹底 
 

基本的生活習慣の確
立 

○段階指導の実施 
○挨拶の励行 
○遅刻の減少 
○私物管理の徹底 

○服装、頭髪等の指
導を段階的に指導す
る。 
○毎朝、正門で指導
する。 
○生徒会のあいさつ
運動を学期１回実施
する。 
○組織的に取り組
む。 

特別活動の推進 
 

生徒会活動の充実 ○生徒主体の運営 ○生徒会活動を充実
させ、学校行事の充
実と改善を行う。 

部活動の推進 ○全校生徒８割以上
の部活動参加と実績
の向上 
○強化部活動の指定 

○活動環境の整備と
学校全体としての取
組を強化する。 
○部活動推進委員会
を年２回実施し、委
員からの意見や要望
を伺い部活動の活性
化につなげる。 

人権教
育の推
進 

確かな人権感覚と
人権意識の向上 

共通理解と意識の高
揚 

○週１回の推進委員
会の実施 
○各種研修会への積
極的な参加 

○学期ごとに職員研
修を実施する。 
○年２回以上の職員
の各種研修会への参
加を促す。 
○学期ごとに人権教
育便りを発行する。 

教育相談 相談活動の充実教育 ○支援体制の確立と
共通理解 

○SC及びSSWと連携
した生徒支援を充実
させる。 
○生徒支援委員会を
週１回開催し共通理
解と支援の方向性を
明確化する。 
○生徒理解研修を学
期に１回は実施し全
職員の共通理解を図
る。 
 



命を大切にする心
を育む指導 

生命の尊厳並びに、
他者理解 

○命の大切さを教え
る授業での取組の充
実 
○講演会等を通して
の啓発活動の推進 

○LHRにて「生命尊
重」を重視した授業
等を学期に１回以上
実施する。 
○各学年別に薬物乱
用防止教室や性教育
講演会等を実施す
る。 

いじめ
の防止
等 

いじめの未然防止 
いじめの把握 
 

いじめの減少 ○いじめを生まない
環境 
の醸成人権に配慮し
た被害生徒、加害生
徒への対応・指導 

○人権教育と連携し
た講話等を実施す
る。 
○クラス活動、コミ
ュニケーションを高
める教育を実施す
る。 
○職員研修を実施す
る。 

いじめが疑われる事
案の把握の増加 

○事案の把握 ○二者面談を学期１
回実施する。 
○いじめ防止アンケ
ートを各学期1回実
施し、気になる生徒
には速やかに面談を
行う。 
○生徒の状況を把握
するための生徒支援
委員会を毎週1回開
催する。 
○「いじめの防止等
の対策のための組
織」会議を各学期1
回開催する。 

いじめに対する措
置 

速やかな事実確認と
いじめ解消に向けた
取り組みの実施 

○職員の組織的な対
応 
○いじめ解消に向け
た計画的な対応 

○関係職員で聴き取
りを速やかに実施す
る。 
○いじめ事案の認知
を積極的に行う。 
○SC･SSW等の活用を
積極的に行う。 
○対応マニュアルの
点検を行い活用しや
すいように改善す
る。 

人権に配慮した加害
生徒、加害生徒への
対応・指導 

○被害生徒を守ると
ともに加害生徒に適
切な対応 
○両者に対し寄り添
いながら、継続した
見守りと関係改善に
向けた対応 

○加害生徒及び関係
した生徒の指導を適
切に行う。 
○保護者との連携を
円滑に行うとともに
人権に配慮した対応
を行う。 

地域連
携(ｺﾐｭﾆ
ﾃｨ･ｽｸｰﾙ
など) 
 
 

総合型コミュニテ
ィースクールの充
実 
 

地域や関係機関との
連携 

○行政機関や地域と
の連携強化 

○学校運営協議会を
通じて本校の現状と
改善策を見いだす。 

防災教育の充実 ○生徒と職員の防災
・減災に対する意識
の向上とそれに関す
る基本的な知識の獲
得 

○全学年での防災
LHRを実施する。 
○防災訓練を実施す
る。 

ボランティア活動
の推進 

心豊かな生徒の育成 ○ボランティア活動
の活性化 

○卒業時までに全校
生徒５回以上のボラ
ンティア活動を経験
させる。 
○市や地域と連携を
図る。 



○校内の奉仕活動、
育友会林の維持管理
活動を充実させる。 
○市・地域と連携し
ボランティア委員会
活動を充実させる。 

学校理解 
 

学校理解に向けた活
動の推進 

○本校から地域への
協力と本校学校行事
への協力要請 
○学校行事への育友
会協力のための連携
充実 

○地域から要請され
る清掃活動等へ積極
的に協力する。 
○育友会広報誌「大
椋」での学校行事紹
介や活動報告の充実
を図る。 
○育友会「一人一役
運動」の活性化させ
る。 
○育友会関連行事へ
の保護者参加の増加
を図るため、役員会
を充実させる。 

 ※評価項目の数・内容については、各学校の実態に合わせ自由に設定してください。 

（複数枚になってもかまいませんが、重要度の高いものに絞り、項目を整理して記入してください。） 


